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　はじめに

鹿児島県いちき串木野市に位置する観音ヶ池は，

大里川水系重信川下流の農業用水を確保するため

のため池であり，食糧増産が求められていた昭和

初期に，いちき串木野市内のいくつかのため池と

同時期（1937年）に築造された（平，2015）．

2018年 8月，鹿児島県地域振興局農林水産部農

村整備課・農村地域防災減災事業により観音ヶ池

の護岸工事に伴う池の水抜きが実施された．その

際に，鹿児島大学総合研究博物館の協力で，外来

魚の駆除と在来種の保護を行なった結果，3科 4属

6種の魚類が確認された．本ため池では，2016年

11月にも同様の水抜きが行われているが，その際

の情報は担当職員の目視によって記録されており，

資料や標本としては残されていない．ため池の魚

類相の時間的変化や，外来魚駆除の影響を確認す

るためにも，標本に基づいた情報の蓄積が有益と

考えられるため，本調査で確認された魚類をここ

に報告する．

　材料と方法

水抜き調査は，2018年 8月 28日にいちき串木

野市の観音ヶ池で行なった（図 1A, B）．本調査

は観音ヶ池の下流に位置する新観音ヶ池との水

路を塞ぎ，魚類が移動できないようしたのち，観

音ヶ池で行った．魚類の採集には手網とサデ網を

用い，採集された外来種はその場で駆除し，在来

種はクレーン車を用いて下流の新観音ヶ池に放流

した（図 1C）．また，採集された魚類の一部は，

現場にて冷蔵したのち研究室に持ち帰り，鮮時の

色彩を撮影後，10%ホルマリン溶液で固定，エ

タノールに保存し鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）と近畿大学農学部（KUN）の所蔵標本

として登録した．魚類の同定と学名，および科の

順番については中坊（2013）にしたがった．ただ

しカワムツの学名については Chen et al. (2008)，

トウヨシノボリの学名と同定については平嶋

（2018）にしたがった．標本データは登録番号の

降順に記載し，標準体長は体長と表記した．また，

特筆すべき情報がある場合は備考に記した．
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　結果と考察

Anguillidaeウナギ科

Anguilla japonica Temminck and Schlegel, 1846

ニホンウナギ　（図 2）

標本　KAUM–I. 120558（全長 655.0 mm），120559

（全長 840.6 mm）．計 2個体．

備考　本種は米沢・四宮（2016）によって絶

滅危惧 I類に選定されている．池の水が完全に抜

けてから 5個体が目視で確認された．そのうち 2

個体を研究室に持ち帰った．

Cyprinidae コイ科

Nipponocypris temminckii (Temminck and Schlegel, 1846)

カワムツ

備考　本種の学名は Chen et al. (2008)と Ito et 

al. (2017)にしたがった．目視で全長 12 cmほど

の 1個体が確認された．本種はヌマムツと類似す

るが，ヌマムツの分布域は濃尾平野から瀬戸内海

沿岸部とされており（細谷，2013，2015），鹿児

島県内で分布が確認されているのはカワムツのみ

であるため，標本は得られなかったものの，本た

め池で確認された個体はカワムツである可能性が

きわめて高い．

Carassius sp.

ギンブナ　（図 3）

標本　KAUM–I. 118594（体長 287.8 mm）．

備考　目視を合わせると確認された個体数は

15個体を超える．

Carassius sp.

フナ属の 1種　（図 4）

標本　KAUM–I. 118595（体長 173.6 mm）．

図 1．調査地の景観と調査風景．A，水抜き前の観音ヶ池；B，水抜き後の観音ヶ池；C，調査風景．クレーンを用いて在来種を
下流の池に放流している様子；D，採集されたブルーギル；E，水抜き後の池に残されたブルーギル．

図 2．ニホンウナギ Anguilla japonica．KAUM–I. 120559, 全
長 840.6 mm．
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備考　琉金．1個体のみ確認された．

Gobiidaeハゼ科

Rhinogobius sp. OR

トウヨシノボリ　（図 5）

標本　KAUM–I. 118588–118593，120430–120530，

120560–120563，計 61個体（体長 23.0–50.7 mm）；

KUN-P 47389–47398，計 10個体（体長 37.7–50.4 

mm）．

備考　本種の学名は平嶋（2018）にしたがった．

水が抜けた後の池からは，採集しきれなかった本

種が多数確認された．

Centrarchidaeサンフィッシュ科

Lepomis macrochirus macrochirus Rafinesque, 1819

ブルーギル　（図 6）

標本　KAUM–I. 118581–118587，119137–121199，

122578–126560，計 2235 個体（体長 25.2–171.6 

mm）；KUN-P 49514–49828，計 279 個体（体長

24.7–129.2 mm）．

備考　本種は特定外来生物に指定されている

（環境省，2018）．確認された魚類のうち，最も多

い個体数をしめた（図 1D）．また，幼魚から成魚

まで幅広い成長段階の個体が採集されたことか

ら，池の中で再生産していると思われる．今回の

水抜きで回収できた本種の個体数は目測で総数の

半分以下であり，調査後の池からは干上がった多

数のブルーギルが確認できた（図 1E）．

調査の結果，前回実施された水抜き調査の際

に多数確認されたというオオクチバスMicropterus 

salmoides (Lacepède, 1802)とコイ Cyprinus carpio 

Linnaeus, 1758は全く確認されなかった．これは，

前回の水抜き調査によりオオクチバスの完全駆除

ができた，また釣り人などによる再放流が行われ

図 3．ギンブナ Carassius sp．KAUM–I. 118594, 体長 287.8 
mm．

図 4．フナ属の 1 種 Carassius sp．KAUM–I. 118595, 体長
173.6 mm．

図 5．トウヨシノボリ Rhinogobius sp. OR．A: KAUM–I. 
118590, 体長 50.7 mm; B: KAUM–I. 118592, 体長 39.6 mm．

図 6． ブ ル ー ギ ル Lepomis macrochirus macrochirus．A: 
KAUM–I. 118581, 体長 149.8 mm; B: KAUM–I. 118584, 体
長 66.6 mm．
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ていないことを示唆しており，今回の調査で得ら

れた最も重要な情報である．そして今回の調査で

コイが確認されなかったという結果から，前回の

調査で全個体が下流の池に放流されたと考えられ

る．また，外来生物法により特定外来種に指定さ

れているアカガエル科のウシガエル Lithobates 

catesbeianus (Shaw, 1802)の幼生が，ブルーギルと

同様に，多数確認された．本種の成体（図 7）は，

陸地を移動できるため，水抜き調査による完全駆

除は難しいと考えられる．
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